
第６学年 社会科学習指導案 

単元名 「天皇中心の国づくり」（東京書籍 ６年） 

身に付けさせたい力 「当時の様々な立場から天皇中心の国づくりについて説明する力」 

学習指導要領の指導内容（２）ア-（イ・シ）・イ-（ア） 
６年２組 39 名 ３組 40 名 ４組 39 名  

 
 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

・当時の世の中の様子を考え、表現することを通して、天皇を中心とした政治が確立されたことを理解

している。〔知・技〕 
  ・我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに着目し

て、遺跡や文化財、地図や年表などの資料で調べ、表現している。〔思・判・表〕 

・飛鳥時代、奈良時代の様子について、予想や学習計画を立てたり、学習を振り返ったりして学習問題

を追究し、解決しようとしている。〔学びに向かう力・人間性等〕 

 
２ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 世の中の様子、人物の働

きや代表的な文化遺産な

どについて、遺跡や文化

財、地図や年表などの資

料で調べ、大陸文化の摂

取、大化の改新、大仏造

営の様子を理解してい

る。 
② 調べたことを年表や文な

どにまとめ、天皇を中心

とした政治が確立された

ことを理解している。 

① 世の中の様子、人物の働きや代表

的な文化遺産などに着目して問い

を見出し、大陸文化の摂取、大化

の改新、大仏造営の様子について

考え、適切に表現している。 

② 大陸文化の摂取、大化の改新、大

仏造営の様子を関連付けたり総合

したりして、当時の世の中の様子

を考え、適切に表現している。 

① 大陸文化の摂取、大化の改

新、大仏造営の様子につい

て、予想や学習計画を立てた

り、学習を振り返ったりして

学習問題を追究し、解決しよ

うとしている。 

 

３ 単元について 

（１）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

 ア 指導の個別化 

  ３組の授業においては「司会型授業」を導入している。これは、司会を担当する児童の進行のもとで、個

別→ペア→グループ→全体という学習形態で授業を進めるものである。確立された学習形態を継続すること

で、児童全員が学習の進め方を理解している状態となり、見通しをもって学習を進めることができるように

なる。共通の「めあて」に向かって調べ学習を進める場面においては、調べ、まとめるために必要な時間を

教員が指定するのではなく、児童たちで決定させる。また、時間だけでなく、調べ学習を進める方法も児童

に選択させる。例えば、教科書・資料集・学習者用コンピュータだけでなく、既に学習塾や参考書で我が国

の歴史を学んでいる児童については、既有の知識をアウトプットさせることで授業に主体的に参加できるよ

うにしていく。 

これらのような経験を積み重ねることで、一つの学習活動を進めるために必要な時間を児童自身が感覚的

に理解することができるようになるとともに、徐々に児童の力で学習をアレンジできるようになることを目

指していく。 

 

 

 

 

 

令和６・７年度 武蔵野市教育課題研究開発校 

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 
～深い学びを目指した「自己決定」の実現～ 



 イ 学習の個性化 

  本単元のゴールとして、調べたこと、学習してきたことをもとに、この時代に活躍した人物が、新しい国

づくりのためにどのようなことを行ったのか、整理する活動を設定している。児童の興味・関心に応じて歴

史上の人物を選択させ、ノートや学習者用コンピュータにまとめさせることで、「学習の個性化」を図る。

教科書には中大兄皇子や中臣鎌足に焦点をあて、645 年の乙巳の変やその後の大化の改新について記述されて

いるが、乙巳の変で滅ぼされた蘇我氏の視点からの記述はない。記述のない蘇我氏の視点で乙巳の変や大化

の改新について調べ、考えることは、一つの歴史上の事象を多面的に捉えようとする力の向上につながると

考える。ただし、初学者にとっては教科書で焦点をあてている人物以外に目線を向けることは難しい。教師

から教科書や資料集に記述されている人物以外についても、取り扱ってよいことを伝えるといった手立てを

講じる必要がある。 

 

 ウ 協働的な学び 

  本単元においては、以下の学習場面を「協働的な学び」として位置付けている。 

 ・司会型授業 

 

 ・ペア活動 

  調べ学習を進めている中で、まとめ方が不明な際や、書いたことを確かめ合うときにペアによる活動を推

奨している。この学習形態は、司会の児童や教師から働きかけることもあるが基本的には、児童自身が必要

だと判断したタイミングで行ってよいこととしている。 

 

 ・グループ活動 

  グループ活動では主に、児童相互がまとめたことを確かめ合ったり、補強したりする。司会の児童がグル

ープ活動を促すことがあるが、他の児童が不要と判断することがある。このような場面から、児童が学習形

態をアレンジするという本校が目指す高学年の児童像が見て取れる。 

 

 ・ワールド・カフェ方式の交流 

  自分が調べ、まとめた歴史上の人物についてグループのメンバーに説明し合ったのち、一旦グループを

解散する活動である。解散したのち、別グループのメンバーと合流して再び自分が調べた事柄について説

明するというものである。本単元で身につけさせたい力として、「説明する力」を挙げている。自分が学

んだことをいわゆる「独り占め」するのではなく、学級の仲間に対してアウトプットさせることで自分の

学びを学級全体に還元することをねらっている。また、繰り返し説明をすることで知識・技能が定着し、

本校が目指す「深い学びの実現」にもつながるものと考えている。 
 
  これらのような協働的な学びを繰り返していくことで、「個」の学びがより円滑に進められるようにな

るだけでなく、「個別」の学びに行き詰った際には自分が尋ねたいタイミングで、尋ねたい相手を選ぶと

いう考えが身に付き、「個別」⇔「協働」の学習サイクルが確立できるのではないかと考えた。 
 
（２）教材について 
 児童は、国や公共団体の行っている政治について既に学習してきている。そこで学んだ「現在の政治の

仕組み」「法律」「税」が、当時の「律令」や「租・調・庸」といった制度と、どのような共通点や違い

があるのかという比較の視点で調べていくことで、仏教の力を使い、天皇中心の国づくりを行っていこう

とする当時の為政者のねらいに迫っていく。 
 単元の冒頭では、聖徳太子が冠位十二階を定めたことや十七条の憲法を制定したということだけでなく、

それらの中身について資料集を用いて触れさせていく。なぜなら、十七条の憲法の意味を反対の意味に読

み換えることで、当時の役人たちがいかに腐敗していたのかが分かり、当時の時代背景を捉えることがで

きるようになるからである。 
 また、正倉院の宝物の資料と「世界と日本とのつながり」の地図から、当時の日本が陸上交通や海上交

通によって、中国大陸だけでなくトルコやローマといったヨーロッパなど世界の各地とつながり、それぞ

れの文化の影響を受けていたことが捉えられる。古墳時代までは、中国大陸や朝鮮半島との交流が多かっ

た我が国であったが、時代が進むにつれて多様な国々との交流を広げていったことについても気付かせて

いきたい。そして、国際色豊かな文化交流を示す宝物が今も正倉院に保管されていることに関心をもたせ、

社会科見学につなげていきたい。 
 
 
 
 



４ 単元計画（全６時間） 

過

程 
時 学習活動 

指導上の留意点 

「個別最適な学びと協働的な学び」 

評価規準 

評価方法等 

学
ぶ 

１ 

 

 

○単元のゴールを理解する。 
 
 
 
 
 
○聖徳太子が行った政治について整理

し、当時の世の中の様子を理解す

る。 
 
 
・聖徳太子は、小野妹子を隋に送り、

隋の進んだ文化や制度、学問を取り

入れ新しい国づくりに生かそうとし

た。 
・冠位十二階を定め、家柄に関係なく

能力や功績で役人を取り立てた。 
・十七条の憲法を定め、政治を行う役

人の心構えを示した。 
・豪族の力をおさえ、天皇中心の国づ

くりを目指した。 
・法隆寺などを建立し、仏教の教えを

人々に広めようとした。 
○聖徳太子が為政者として活躍した

時代の様子をまとめる。 

・飛鳥時代・奈良時代に活躍した人

物が、新しい国づくりのためにど

のようなことを行ったのかまとめ

る活動であることを知らせる。 
【個別最適な学び】学習の個性化 

 
・『「十七条の憲法」を定めたの

は、～という理由があったからで

はないか。』などという話型を伝

えることで、当時の時代背景にま

で考えが及ぶようにさせる。 
・ペア活動やグループ活動を推奨

し、聖徳太子が行った政治につい

てまとめられるようにする。 
【協働的な学び】 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
ア-① 
（ノート・

学習者用コ

ンピュー

タ） 
 
ウ-① 
（発言・ノ

ート・学習

者用コンピ

ュータ） 

２ 

 

 

○聖徳太子の死後、誰が国づくりを

進めたのか予想する。 
・天皇 
・太子の子孫 
・豪族 
 
○大化の改新について調べ、聖徳太

子の死後、国づくりはどのように

進められたのかまとめる。 
 
 

・時の権力者の視点で考えさせるこ

とで、国づくりを進めたと考えら

れる人物を絞らせるようにする。 
 
 
 
・教科書だけでなく、資料集や学習

者用コンピュータ、既有の知識を

活用させることで、自力で本時の

まとめを書けるようにする。 
【個別最適な学び】指導の個別化 

・ペアやグループでの話合いを適宜

行ってよいことを伝える。 
・学級全体で調べ、まとめたことを

共有する。 
【協働的な学び】 

 

ア-① 
（ノート・

学習者用コ

ンピュー

タ） 
 
ウ-① 
（発言・ノ

ート・学習

者用コンピ

ュータ） 

３ 

本

時 

 

○当時の平城京の様子や年表から、

聖武天皇が行った政治について調

べ、当時の世の中の様子を理解す

る。 
 
 
 
・平城京は中国風の都で、東西南北

にのびる道路で碁盤の目のように

区切られていた。 
・天皇や貴族、下級役人などが暮ら

・教科書だけでなく、資料集や学習

者用コンピュータ、既有の知識を

活用させることで、自力で本時の

まとめを書けるようにする。 
【個別最適な学び】指導の個別化 

・ペアやグループでの話合いを適宜

行ってよいことを伝える。 
・学級全体で調べ、まとめたことを

共有する。 
【協働的な学び】 

 

ア-① 
（ノート・

学習者用コ

ンピュー

タ） 
 
ウ-① 
（発言・ノ

ート・学習

者用コンピ

ュータ） 



し、にぎわいを見せていた。 
・地方の人々の生活は厳しく、重い

税の負担に耐えかねて逃げ出すも

のもいた。 
・病気によって多くの人々がなくな

り、全国各地で災害や反乱が起こ

るなど社会全体に不安が広がって

いった。 
・仏教の力で社会の不安を鎮めよう

と、国ごとに国分寺を建てること

を命じた。 
○聖武天皇がどのように世の中を治

めようとしたのかまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 

 

○大仏の大きさや、大仏づくりにつ

いて調べ、大仏づくりに込めた聖

武天皇の願いについて話し合う。 
 
 
 
 
・巨大な大仏をつくり、仏の力で

人々を救おうとした。 
・多くの人の協力で大仏をつくろう

とした。 
・すぐれた技術をもつ渡来人も活躍

した。 
・聖武天皇の命令で、全国から莫大

な物資が集められた。 
・のべ 260 万人以上の人々が何年も

働き、大仏が完成した。 
・開眼式には、天皇や貴族、僧など

１万人以上の人々が国の平安を祈

った。 

・教科書だけでなく、資料集や学習

者用コンピュータ、既有の知識を

活用させることで、自力で本時の

まとめを書けるようにする。 
【個別最適な学び】指導の個別化 

・ペアやグループでの話合いを適宜

行ってよいことを伝える。 
・学級全体で調べ、まとめたことを

共有する。 
【協働的な学び】 

 
 

ア-① 
（ノート・

学習者用コ

ンピュー

タ） 
 
ウ-① 
（発言・ノ

ート・学習

者用コンピ

ュータ） 

５ ○遣唐使や鑑真のもたらしたものか

ら、どのようなことを日本は大陸

から学んだのか調べる。 
 
 
 
 
・聖武天皇は唐から皇帝中心の政治

の仕組みや大陸文化を学ぼうと遣

唐使を唐に送った。 
・航海技術が発達していないために

船が難破することも多く、唐に渡

るのは危険な旅だったが、遣唐使

は危険を乗り越え唐に渡り、多く

の大陸の文化や文物を日本にもた

らした。 
・大陸から渡ってきたものは、東大

寺にある正倉院の宝物として保管

された。 
・鑑真は何回も失敗しながら来日を

果たし、唐招提寺を建立し日本で

仏教を発展させた。 

・教科書だけでなく、資料集や学習

者用コンピュータ、既有の知識を

活用させることで、自力で本時の

まとめを書けるようにする。 
【個別最適な学び】指導の個別化 

・ペアやグループでの話合いを適宜

行ってよいことを伝える。 
・学級全体で調べ、まとめたことを

共有する。 
【協働的な学び】 

 

 



使
う 

６ ○調べたことをもとに、この時代に

活躍した人物が、新しい国づくり

のためにどのようなことを行った

のかまとめる。 

・自分が調べた人物のことをグルー

プのメンバーに伝えることで、そ

の人物に対する理解を深めさせ

る。 
・グループを一度解体し、ワール

ド・カフェ方式の交流をすること

を通して、歴史上の人物や事象に

対する見方を広げさせる。 

ア-② 
（ノート・

学習者用コ

ンピュー

タ） 
ウ-① 
（発言・グ

ループワー

ク） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５  本時の学習（３／６時間目） 

（１）目標 
 都の様子や地方の人々のくらしの様子を知るとともに、聖武天皇が仏教の力で社会の不安をしずめ、政治

を安定させようとしたことを理解できるようにする。 
（２）展開 
 学習活動 ・予想される児童の反応 ＊指導上の留意点 ◆評価 
導

入 
１ 学習課題を確認する 

 

 

 

 
 
２ 奈良時代の基本情報を確認する 

 ・奈良に新しく平城京が造られた。 

 ・朱雀大路はずいぶん大きくてにぎわってい

た。 

 ・思い税に耐えかねて、逃げ出す人もいた。 

＊聖徳太子、中大兄皇子や中臣鎌足の政治と比較

させることで、聖武天皇がどのように政治を行っ

たか予想させる。 

 

 

 

＊都の様子と地方の様子を比較させることで、地

方の人々の暮らしが困窮していたことに気付か

せ、聖武天皇の立場ならどうするか考えさせ

る。 

展

開 
３ 聖武天皇が行ったことを調べる 

 

 

 

 

 ①世の中の様子 

 ・反乱が起きていた。 

 ・都で病気が流行した。 

 ・災害が発生した。 

 ②行った政治 

 ・国分寺建立の詔を出した。 

 ・国ごとに国分寺を建て、仏教の力で世の中の

不安を治めようとした。 

 ・奈良で大仏づくりを始めた。 

 

４ 調べたことを全体で共有する 

 

 

５ 聖武天皇が行ったことをまとめる 

 

 

 

 

【個別最適な学び】指導の個別化 

＊教科書・資料集のどちらから読み始めるのかを

自分で決めてよいこととする。 

＊調べたことをまとめる時間を司会児童のファシ

リテートによって決定させる。 

 

【協働的な学び】 

＊個別に調べたことをペアやグループで確か合う

ように呼びかけ、そのタイミングは児童に委ね

る。 

＊グループメンバーと共有したことを学級全体に

向けて発表させる。 

◆ア－①（発言・ワークシート） 

 聖武天皇が仏教の力で世の中を治めようとした

ことを理解している。 

 Ａ評価：仏教・大仏建立の詔・遣唐使の３つの

キーワードをまとめの文に含めて記述してい

る。 

 Ｂ評価：仏教の力で世の中を治めようとしたこ

とを記述している。 

 Ｃ評価：記述ができない。 

ま 
と 
め 

６ 次時の見通しをもつ ＊大仏の造り方を取り扱うことを予告する。 

（３）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖武天皇が、どのようにして世の中を治めようとしたのかまとめよう。 

7/8 天皇中心の国づくり 
 
めあて 聖武天皇が、どのようにして世の中を治めようとしたのか 
    まとめよう。 
 
どうやって？ 
聖武天皇：・武力で ・律令をつくった ・仏教の力で    
＜都＞ ⇔ ＜地方＞ 
病が流行   困窮する民 
 
・大仏建立の詔                     
・国分寺建立の詔 
・遣唐使の派遣  

３組 

まとめ：聖武天皇は、仏教の力で社会の不安をしずめ、

国を治めようとして国分寺をつくらせた。ま

た、すぐれた技術を学ぶために遣唐使を送り、

大陸文化を取り入れた。 


